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コミュニケーションの改善の必要性
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コミュニケーション
の改善

情報開示に係る負荷
の増加 定型的開示

代替的業績指標

（非GAAP指標）

の利用の増加



開示イニシアティブ
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► 開示に係る問題点の全体像

► 効果的なコミュニケーションの原則

► 基本財務諸表及び注記の役割

► 財務情報の開示場所

► 経営者業績指標の利用

► 会計方針の開示

► 開示目的の一元化

► NZASBスタッフからのコメントへの
対応

開示プロジェクトの方針

課題への対応

► 基本財務諸表プロジェクト

► 開示イニシアティブ – 開示の原則

► 開示イニシアティブ – 基準レベルで
の開示規定の見直し

► 「経営者による説明」プロジェクト

► IFRS財団「テクノロジー」イニシア
ティブ

IAS第1号の改訂
（2014年12月）

IAS第7号の改訂
（2016年1月）

IFRS実務記述書第2号「重
要性の判断の行使」の公表
（2017年9月）

IAS第1号及び IAS第8号
の改訂 – 「重要性がある」
の定義
（2018年10月）

ディスカッションペーパー
における課題

その他の完了済み
プロジェクト



“基本財務諸表プロジェクトは

二つの基本コンセプトに基づいています

1) 標準化による比較可能性の向上

2) 企業固有のカスタマイズされた情報の要求



主要な提案事項
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► 損益計算書における収益及
び費用の分類

– 営業、不可分な関連会社

及びジョイントベンチャー、投
資、財務

► 損益計算書における営業利
益等の必須の小計項目の追
加

► 表示方法の選択肢の削除
– キャッシュ・フロー計算書に
おける利息及び配当の分類
– 営業費用の機能別分類又
は性質別分類

► 経営者業績指標の開示と分
析

► 通例でない収益及び費用の
開示と分析

カスタマイズ

► 財務情報の開示場所の原則
– 基本財務諸表での開示か
注記か

► 財務情報の集約と分解表示
の原則

標準化 原則



損益計算書の表示例
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“ 我々は、IASBが次のフェーズで要求事項の最終的

な改訂を検討する際に、十分な根拠に基づく強固な

議論を行うことに貢献するため、利害関係者が意見

書の形でIASBにフィードバックを提供することを奨励

する。このトピックの影響を考えると、本公開草案は

作成者、利用者、監査人、規制当局を含むすべての

関係者にとって非常に重要である。

IFRS Developments – IASB が基本財務諸表の大幅な変更を提案 , 
第158号/2019年12月

コメント提出期限は2020年6月30日
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